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宮
田
幸
一
先
生
の
経
歴
と
業
績

〈
経
歴
〉（
西
暦
）

一
九
四
九
年　

北
海
道
室
蘭
市
に
生
ま
れ
る

一
九
六
七
年　

北
海
道
立
室
蘭
栄
高
等
学
校
卒
業

一
九
七
四
年　

東
京
大
学
文
学
部
哲
学
科
卒
業

一
九
七
六
年　

東
京
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
哲
学
専
攻
修
士
課
程
修
了

一
九
八
一
年　

同
博
士
課
程
満
期
退
学

一
九
八
三
年　

東
洋
哲
学
研
究
所
研
究
員
（
〜
二
〇
〇
四
年
）

一
九
八
四
年　

新
潟
短
期
大
学
専
任
講
師

一
九
八
八
年　

創
価
大
学
文
学
部
人
文
学
科
助
教
授
（
〜
一
九
九
二
年
）

一
九
九
二
年　

創
価
大
学
文
学
部
人
文
学
科
教
授
（
〜
現
在
に
至
る
）

二
〇
〇
二
年　

ア
メ
リ
カ
・
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
日
本
研
究
所
客
員
研
究
員
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著
作
目
録

○
著　

書
（
単
著
）

『
牧
口
常
三
郎
の
宗
教
運
動
』
第
三
文
明
社
、
一
九
九
三
年
十
二
月

『
牧
口
常
三
郎
の
世
界
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
―
―
『
人
生
地
理
学
』
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
』
第
三
文
明
社
、
一
九
九
五
年
十
一
月

『
牧
口
常
三
郎
は
カ
ン
ト
を
越
え
た
か
』
第
三
文
明
社
、
一
九
九
七
年
九
月

『
心
の
創
造　

心
の
価
値
―
―
牧
口
常
三
郎
が
語
る
人
間
教
育
の
智
恵
』
三
心
堂
出
版
社
、
一
九
九
九
年
十
一
月

『
牧
口
常
三
郎 

獄
中
の
闘
い
―
訊
問
調
書
と
獄
中
書
簡
を
読
む
』
第
三
文
明
社
、
二
〇
〇
〇
年
十
一
月

○
著　

書
（
共
著
）

『
カ
ト
リ
ッ
ク
と
創
価
学
会
』
南
山
宗
教
文
化
研
究
所
編
、
第
三
文
明
社
、
一
九
九
六
年
六
月 

「
創
価
学
会
の
宗
教
的
理
念
と

宗
教
対
話
」

○
論　

文
（
単
著
）

「
超
越
論
的
相
互
主
観
性
理
論
の
可
能
性
」　

哲
学
会
『
哲
学
雑
誌
』
第
九
四
巻
第
七
六
六
号
、
一
九
七
九
年
十
月

「
フ
ッ
サ
ー
ル
の
固
有
名
の
意
味
に
つ
い
て
」　

日
本
哲
学
会
『
哲
学
』
第
三
三
号
、
一
九
八
三
年
五
月

「
フ
ッ
サ
ー
ル
の
本
質
的
に
偶
因
的
な
表
現
に
つ
い
て
」
新
潟
短
期
大
学
『
社
会
科
学
論
集
』
第
二
二
号
、
一
九
八
五
年
三
月

「
価
値
命
題
の
真
理
性
」『
東
洋
哲
学
研
究
所
紀
要
』
第
一
号
、
一
九
八
五
年
十
二
月

「
牧
口
真
理
論
の
研
究
」『
東
洋
学
術
研
究
』
第
二
五
巻
第
二
号
、
一
九
八
六
年
十
一
月
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「
牧
口
常
三
郎
の
宗
教
研
究
法
(1)
」『
東
洋
哲
学
研
究
所
紀
要
』
第
二
号
、
一
九
八
六
年
十
二
月

「『
創
価
教
育
学
体
系
』
に
お
け
る
善
の
概
念
」『
東
洋
哲
学
研
究
所
紀
要
』
第
三
号
、
一
九
八
七
年
十
二
月

『
牧
口
常
三
郎
全
集
』
第
九
巻
（
後
期
教
育
学
論
集
）「
解
題
」
第
三
文
明
社
、
一
九
八
八
年
三
月

「
初
期
フ
ッ
サ
ー
ル
に
お
け
る"Vorstellung"

概
念
の
一
考
察
」

新
潟
短
期
大
学
『
社
会
科
学
論
集
』
第
二
三
号
、
一
九
八
八
年
三
月

「
研
究
報
告
要
旨　

初
期
フ
ッ
サ
ー
ル
に
お
け
る "Vorstellung" 

概
念
の
一
考
察
」

『
現
象
学
年
報
』
第
四
号
、
一
九
八
八
年
十
一
月

「
フ
ッ
サ
ー
ル
の
『
記
号
の
論
理
学
』
研
究 

(1)
」『
創
価
大
学
人
文
論
集
』
第
一
号
、
一
九
八
九
年
三
月

「
フ
ッ
サ
－
ル
の
『
記
号
の
論
理
学
』
研
究
(2)
」『
創
価
大
学
人
文
論
集
』
第
二
号
、
一
九
九
〇
年
三
月

「
田
中
智
学
・
三
谷
素
啓
・
牧
口
常
三
郎
」『
フ
ォ
ー
ラ
ム
人
文
』
第
一
号
、
一
九
九
〇
年
七
月

「
フ
ッ
サ
ー
ル
言
語
論
に
つ
い
て
」『
創
価
大
学
創
立
二
十
周
年
記
念
論
文
集
』、
一
九
九
〇
年
一
一
月

「
フ
ッ
サ
ー
ル
の
『
記
号
の
論
理
学
』
研
究
(3)
」『
創
価
大
学
人
文
論
集
』
第
三
号
、
一
九
九
一
年
三
月

「
パ
ス
カ
ル
の
キ
リ
ス
ト
教
弁
証
論
の
構
造
と
諸
問
題
」『
東
洋
哲
学
研
究
所
紀
要
』
第
七
号
、
一
九
九
一
年
十
二
月

「
フ
ッ
サ
ー
ル
の
『
記
号
の
論
理
学
』
研
究
(4)
」『
創
価
大
学
人
文
論
集
』
第
四
号
、
一
九
九
二
年
三
月

「
フ
ッ
サ
ー
ル
の
『
記
号
の
論
理
学
』
研
究
(5)
」『
創
価
大
学
人
文
論
集
』
第
五
号
、
一
九
九
三
年
三
月

「
牧
口
常
三
郎
論
の
試
み
（
１
）」『
潮
』
七
月
号
、
一
九
九
三
年
六
月

「
牧
口
常
三
郎
論
の
試
み
（
２
）」『
潮
』
八
月
号
、
一
九
九
三
年
七
月

「
牧
口
常
三
郎
論
の
試
み
（
３
）」『
潮
』
九
月
号
、
一
九
九
三
年
八
月

「
牧
口
常
三
郎
の
宗
教
」『
東
洋
学
術
研
究
』
第
三
二
巻
第
二
号
、
一
九
九
三
年
九
月
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「
教
育
革
命
か
ら
宗
教
革
命
へ
」『
第
三
文
明
』
十
二
月
号
、
一
九
九
三
年
十
一
月

「
牧
口
常
三
郎
の
世
界
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
１
」『
第
三
文
明
』
七
月
号
、
一
九
九
四
年
六
月

「
牧
口
常
三
郎
の
世
界
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
２
」『
第
三
文
明
』
九
月
号
、
一
九
九
四
年
八
月

「
牧
口
常
三
郎
と
そ
の
時
代
、
上
」『
潮
』
九
月
号
、
一
九
九
四
年
八
月

「
牧
口
常
三
郎
と
そ
の
時
代
、
下
」『
潮
』
十
月
号
、
一
九
九
四
年
九
月

「
牧
口
常
三
郎
の
世
界
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
３
」『
第
三
文
明
』
十
月
号
、
一
九
九
四
年
九
月

「
牧
口
常
三
郎
の
世
界
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
４
」『
第
三
文
明
』
十
一
月
号
、
一
九
九
四
年
十
月

「
牧
口
常
三
郎
の
世
界
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
５
」『
第
三
文
明
』
十
二
月
号
、
一
九
九
四
年
十
一
月

「
宗
教
の
価
値
科
学
的
研
究
の
可
能
性
と
そ
の
意
義
」『
東
洋
学
術
研
究
』
第
三
三
巻
第
二
号
、
平
成
一
九
九
四
年
十
一
月

「
牧
口
常
三
郎
の
世
界
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
６
」『
第
三
文
明
』
二
月
号
、
一
九
九
五
年
一
月

「
牧
口
常
三
郎
の
世
界
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
７
」『
第
三
文
明
』
三
月
号
、
一
九
九
五
年
二
月

「
牧
口
常
三
郎
の
世
界
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
８
」『
第
三
文
明
』
四
月
号
、
一
九
九
五
年
三
月

「
宗
教
言
語
の
多
様
な
使
用
に
つ
い
て
（
１
）」『
創
価
大
学
人
文
論
集
』
第
七
号
、
一
九
九
五
年
三
月

「
牧
口
常
三
郎
の
世
界
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
９
」『
第
三
文
明
』
五
月
号
、
一
九
九
五
年
四
月

「
牧
口
常
三
郎
の
世
界
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
10
」『
第
三
文
明
』
六
月
号
、
一
九
九
五
年
五
月

「
牧
口
常
三
郎
の
世
界
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
11
」『
第
三
文
明
』
七
月
号
、
一
九
九
五
年
六
月

「
牧
口
常
三
郎
の
世
界
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
12
」『
第
三
文
明
』
八
月
号
、
一
九
九
五
年
七
月

「
内
村
鑑
三
の
日
蓮
論
に
つ
い
て
」『
東
洋
哲
学
研
究
所
紀
要
』
第
一
一
号
、
一
九
九
五
年
十
二
月

「
ヴ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
『
確
実
性
に
つ
い
て
』
の
宗
教
観
を
め
ぐ
っ
て
」
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『
創
価
大
学
創
立
二
十
五
周
年
記
念
論
文
集
』、
一
九
九
五
年
十
二
月   

「 
宗
教
言
語
の
多
様
な
使
用
に
つ
い
て
（
２
）」『
創
価
大
学
人
文
論
集
』
第
八
号
、
一
九
九
六
年
三
月

「
牧
口
常
三
郎
、
戸
田
城
聖
と
法
華
経 

」『
東
洋
学
術
研
究
』
第
三
二
巻
第
二
号
、
一
九
九
九
年
十
一
月

'The Lotus Sutra and Tsunesaburo M
akiguchi and Josei

Toda' T
he Journal of O

riental Studies vol. 10, 

二
〇
〇
〇
年
七
月

'Introduction of Ideas and Influence of Tsunesaburo M
akiguchi'

T
he Journal of O

riental Studies vol. 10  Special Issue, 

二
〇
〇
〇
年
十
月

'Tsunesaburo M
akiguchi's Theory of the State'

T
he Journal of O

riental Studies vol. 10  Special Issue, 

二
〇
〇
〇
年
十
月 

'The Reception and Im
pact of the Lotus Sutra in Japan'

36th International C
ongress of A

sian and N
orth A

frican Studies, 

二
〇
〇
〇
年
八
月

「
日
本
に
お
け
る
『
法
華
経
』
の
受
容
と
そ
の
影
響
」『
東
洋
学
術
研
究
』
第
三
九
巻
第
二
号
、
二
〇
〇
〇
年
十
一
月 

「『
守
護
国
家
論
』
に
つ
い
て
（
１
）」『
東
洋
哲
学
研
究
所
紀
要
』
第
一
六
号
、
二
〇
〇
〇
年
十
二
月

'O
n W

ittgenstein's V
iew

 of Religion in " U
eber G

ew
issheit"'

『
創
価
大
学
人
文
論
集
』
第
十
三
号
、
二
〇
〇
一
年
三
月

「
創
価
学
会
の
日
本
仏
教
史
に
お
け
る
位
置
」『
東
洋
学
術
研
究
』
第
四
〇
巻
第
二
号
、
二
〇
〇
一
年
十
二
月

'The A
cceptance and Im

pact of the Lotus Sutra in Japan'T
he Journal of O

riental Studies vol. 11, 

二
〇
〇
一
年
十
二
月  

「『
守
護
国
家
論
』
に
つ
い
て
（
２
）」『
東
洋
哲
学
研
究
所
紀
要
』
第
一
七
号
、
二
〇
〇
二
年
一
月

'O
n H

usserl's Theory of Language'

『
創
価
大
学
人
文
論
集
』
第
一
四
号
、
二
〇
〇
二
年
三
月  
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'C

ritical C
om

m
ents on B

rian V
ictoria's "E

ngaged B
uddhism

: Skelton in the C
loset?"

 Journal of G
lobal B

uddhism
 vol. 3, 

二
〇
〇
二
年
六
月  

'The Place of the Soka G
akkai in B

uddhist H
istory in Japan'

T
he Journal of O

riental Studies vol. 12, 

二
〇
〇
二
年
十
二
月 

「
ジ
ャ
ク
リ
ー
ン
・
ス
ト
ー
ン
『O

riginal E
nlightenm

ent and the T
ransform

ation of M
edieval Japanese B

uddhism

（
本

覚
と
中
世
日
本
仏
教
の
変
容
）』
に
つ
い
て
」『
東
洋
哲
学
研
究
所
紀
要
』
第
一
八
号
、
二
〇
〇
二
年
十
二
月

'The Possibility of Religion in a Pro-scientific Society-
The m

ind-body problem
 challenged by neuroscience and 

replied by religion' 『
創
価
大
学
人
文
論
集
』
第
一
五
号
、
二
〇
〇
三
年
三
月

「
宗
教
に
お
け
る
原
理
主
義
と
改
革
主
義
―
―
牧
口
常
三
郎
の
挑
戦
」
創
価
大
学
創
価
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

『
創
価
教
育
研
究
』
第
二
号
、
二
〇
〇
三
年
三
月  

「
日
本
仏
教
と
平
和
主
義
の
諸
問
題
」『
創
価
大
学
人
文
論
集
』
第
一
六
号
、
二
〇
〇
四
年
三
月

「
日
有
の
教
学
思
想
の
諸
問
題
」『
創
価
大
学
人
文
論
集
』
第
一
七
号
、
二
〇
〇
五
年
三
月

「
日
興
の
教
学
思
想
の
諸
問
題
（
１
）
資
料
編
」『
創
価
大
学
人
文
論
集
』
第
一
八
号
、
二
〇
〇
六
年
三
月

「
再
び
日
蓮
御
影
本
尊
を
論
ず
」『
法
華
仏
教
研
究
』
第
一
一
号
、
二
〇
一
一
年
十
一
月

「『
本
尊
問
答
抄
』
に
つ
い
て
（
上
）」『
法
華
仏
教
研
究
』
第
一
二
号
、
二
〇
一
二
年
四
月

「『
本
尊
問
答
抄
』
に
つ
い
て
（
中
）」『
法
華
仏
教
研
究
』
第
一
三
号
、
二
〇
一
二
年
八
月

「『
本
尊
問
答
抄
』
に
つ
い
て
（
下
）」『
法
華
仏
教
研
究
』
第
一
四
号
、
二
〇
一
二
年
十
二
月

「
日
興
教
学
思
想
の
文
献
学
的
考
察
」『
法
華
仏
教
研
究
』
第
一
九
号
、
二
〇
一
四
年
八
月

「
学
問
的
研
究
と
教
団
の
教
義
―
―
創
価
学
会
の
場
合
」
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『
宗
教
研
究
』
第
八
九
巻
別
冊　

第
七
四
回
学
術
大
会
紀
要
号
、
二
〇
一
六
年
三
月

○
翻　

訳
'The Philosophy of Value (1)(A

uthored by Tsunesaburo M
akiguchi, revised and supplem

ented by Josei Toda, 

originally translated by T
ranslation D

ivision O
verseas B

ureau Soka G
akkai, new

ly translated by K
oichi M

iyata)' 

『
創
価
大
学
人
文
論
集
』
第
二
二
号
、
二
〇
一
〇
年
三
月

''The Philosophy of Value (2)(A
uthored by Tsunesaburo M

akiguchi, revised and supplem
ented by Josei Toda, 

originally translated by T
ranslation D

ivision O
verseas B

ureau Soka G
akkai, new

ly translated by K
oichi M

iyata)' 

『
創
価
大
学
人
文
論
集
』
第
二
三
号
、
二
〇
一
一
年
三
月    

'The Philosophy of Value (3)(A
uthored by Tsunesaburo M

akiguchi, revised and supplem
ented by Josei Toda, 

originally translated by T
ranslation D

ivision O
verseas B

ureau Soka G
akkai, new

ly translated by K
oichi M

iyata)' 

『
創
価
大
学
人
文
論
集
』
第
二
四
号
、
二
〇
一
二
年
三
月

'The Philosophy of Value (4)(A
uthored by Tsunesaburo M

akiguchi, revised and supplem
ented by Josei Toda, 

originally translated by T
ranslation D

ivision O
verseas B

ureau Soka G
akkai, new

ly translated by K
oichi M

iyata)'

『
創
価
大
学
人
文
論
集
』
第
二
五
号
、
二
〇
一
三
年
三
月

'The Philosophy of Value (5)(A
uthored by Tsunesaburo M

akiguchi, revised and supplem
ented by Josei Toda, 

originally translated by T
ranslation D

ivision O
verseas B

ureau Soka G
akkai, new

ly translated by K
oichi M

iyata)'
『
創
価
大
学
人
文
論
集
』
第
二
六
号
、
二
〇
一
四
年
三
月

'The Philosophy of Value (6)(A
uthored by Tsunesaburo M

akiguchi, revised and supplem
ented by Josei Toda, 
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originally translated by T

ranslation D
ivision O

verseas B
ureau Soka G

akkai, new
ly translated by K

oichi M
iyata)'

『
創
価
大
学
人
文
論
集
』
第
二
七
号
、
二
〇
一
五
年
三
月

'The Philosophy of Value (7)(A
uthored by Tsunesaburo M

akiguchi, revised and supplem
ented by Josei Toda, 

originally translated by T
ranslation D

ivision O
verseas B

ureau Soka G
akkai, new

ly translated by K
oichi M

iyata)'

『
創
価
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